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47際男性.トラックの荷台で作業中に会陰部を打撲し近
医受診後に当科紹介となった.UGにて球部尿道で造影剤
漏出を認め,同部位より膀胱側は造影されず完全断裂と思
われた.下腹部正中切開25 mmにて膀胱瘻造設し,順行性
に膀胱鏡で尿道を観察したところ,5～7時の尿道粘膜が
連続しており,ガイドワイヤーを使用してカテーテル留置
できた.術後4週の尿道造影で異常なくカテーテル抜去で
き,現在自尿良好である.EAU,AUAガイドラインでは,
前部尿道の騎乗型損傷に対して急性期の尿道形成術は勧め
られず,膀胱瘻造設または膀胱鏡下にカテーテル留置が選
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